
第１学年 生活科（人権）学習指導案                             

１ 主題    ともだち だいすき １の１ だいすき 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

自分の思いや考えを伝え合い、仲間の大切さを理解し、互いをより大切にしようとする

態度を育てる。 

４ 指導計画 

 【  】普遍的なテーマ・個別人権課題名 

主題に関わる教科等・行事 

 

○国語科「くじらぐも」 

    【仲間づくり】・・・８時間 

 

〇国語科「ともだちの こと しらせ

よう」    

【仲間づくり】・・・６時間 

 

〇音楽科「せんりつで よびかけあお

う」 

【仲間づくり】【他者理解】・・・６時間           

 

〇図画工作科 

「みてみて いっぱい つくったよ」

「スタンプ スタンプ」 

【個性の尊重】【仲間づくり】 

・・・４時間 

〇体育科 

「うんどうかいの れんしゅう」 

【仲間づくり】【自尊感情】・・・８時間 

 

〇道徳科「二わの ことり」 

【他者理解】・・・１時間  

 

 

主題に関する人権学習 

 

主題を支える常時指導 

 

 

 

 

これまでの学習 

〇道徳科「うんどうかい」（ひかり） 

【仲間づくり】・・・１時間 

〇道徳科「はしの うえの おおか

み」  【仲間づくり】・・・１時間 

  

 

現在の学習 

〇生活科「あき だいすき ともだ

ち だいすき」『ともだち だいすき 

１の１ だいすき』 

【仲間づくり】・・・16時間（本時 13/16） 

        

これからの学習 

〇生活科「あき だいすき ともだ

ち だいすき」『あきまつりをしよ

う』 

【仲間づくり】【他者理解】・・・３時間 

〇学級活動「つながる つながる」 

【仲間づくり】【自尊感情】【他者理解】 

          ・・・２時間 

にこにこの木 

友達のよい行動や頑張

り、友達に対してありが

とうと思ったことを伝え

合い、友達のよさを認め

合うとともに、友達や自

分を大切にしようとする

心や自尊感情を育てる。 

 

わけをはなそう 

「どうしてかという

と・・・」などのわけ

を付け加えて、自分の

気持ちや考えを相手に

伝えようとする態度を 

育てる。 

ふわふわことば貯金 

「ふわふわことば」で

伝えると、どんな気持ち

になるかを考え、友達と

仲よく過ごすために、日

常生活で「ふわふわこと

ば」を使おうとする態度

を育てる。 



５ 本時について 

（１）本時の目標 

  学級の課題について話し合い、仲間の大切さを理解し、もっと「１の１だいすき」と思

える学級にしようとする意欲を高める。 

 

（２）普遍的な学習のテーマ 仲間づくり 

 

（３）本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 

１  前時を振り返り、本時のめあてを確

認する。 

 

 

 

 

２  「１の１だいすき」と思った理由を

発表したり聞いたりして、気付いたこ

とを話し合う。 

 

 

３  「１の１がだいすき、でも・・・」と

思っている友達に対して、どうすればい

いのかを考え、話し合う。 

 

４  「もっと１の１だいすき」に向かって、

秋まつりの活動で自分がしたいことを

発表する。 

  

○ 準備している秋まつりを想起させ、感

想を出させる。 

 

 

 

 

〇 １の１だいすきの木を出し、黒板に掲

示する。 

〇 自分の考えと友達の考えを比べなが

ら、聴くように促す。        

     

〇 役割演技しながら話し合わせる。 

〇 友達の表情に着目するように促す。  

                 ①     

                      

〇 これからどんな実にしたいのかを理

由もつけて伝えさせることにより、みん

なでもっと１の１だいすきにしていこ

うとする意欲を高める。      ② 

            

                     

 

（４）評 価 

・ 友達と話し合うことを通して、仲間の大切さを理解することができたか。 

【知識的側面】① 

・ もっと「１の１だいすき」にするために、心から仲間を大切にしようという意欲を高 

  めることができたか。                【価値的・態度的側面】② 

みんなが もっと「１の１だいすき」になるには どうすればいいのだろう。 


